

















































































































































































































































































































































































































































































































図11 6トレンチ内小型石材 図12 10トレンチ全景
レンチ幅を拡張させたうえで．平面的に精査を進めること
も必要である．
また5トレンチと6トレンチの層位の検討から，墳頂
部の周りに土手状に盛り土を行う技術や．墳丘の部位によ
る盛り土の種類の使い分けなど．墳丘の構築技術の具体像
が徐々に把握されつつある．埋葬施設の調査と並行して盛
り土の調査を継続し、詳細を明らかにすることにしたい．
なお，出土遺物は須恵器片や土器片が少量出土した須
恵器の特徴はこれまでに出土したものと同様．内面当て具
痕の磨り消しや口縁端部や突帯の作りがシャープな特徴を
有し、初期須恵器の範鴫で捉えられるものと考えられる．
原田古墳の緋築時期を5世紀前半代とする我々の所見を補
強するものであるととらえている．今後も．埋葬施設の検
出に従い．須恵器以外の各種の遺物の出土も予測されるた
め．細心の注意をもって調査に臨みたい
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